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【技術分野】
【０００１】
  本発明は、車両識別を駆使して車両を登録し、交通量を監視するために設計された交通
制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来の装置は、車両に取り付けられた電子識別手段と、前記識別手段を読み込むおよび
／または書き込む電子手段とを含む、自動的な車両識別システム（特許文献１を参照）で
あって、電子識別手段と電子手段の双方には誘導送信機および受信機が備え付けられ、電
子識別手段は、１０－９０ｃｍの範囲で作動することができる少なくとも１つの少なくと
も１つのＨＦ帯送信機、３００－１０００ｃｍの範囲で作動することができるＵＨＦ帯送
信機、および電子メモリユニットを含む。
【０００３】
  このシステムには多くの欠点がある。
【０００４】
  まず、車両に取り付けられた電子識別手段と電子読み取り手段との間にＨＦとＵＨＦの
両方の帯域を使用することが必要であるため、あまりに複雑である。次に、ＵＨＦ帯アン
テナは、高波動減衰のために車道の下に置くことができない。雨、泥、雪、および氷のよ
うな特定の天候条件では、波動減衰が増加してＵＨＦ帯アンテナの電磁場の配向ダイヤフ
ラムが歪められることで、システムの範囲と情報読み取りの信頼性を著しく低下させるた
め、ＵＨＦ帯アンテナを車道に直ちに置くこともできない。トランスポンダー、アンテナ
、および読み取り装置を含むＵＨＦ帯ＲＦＩＤシステムは、無線が届く状態でしか動作す
ることができず、一方で、車両または家などの大きな物体は、波長に比例して、電磁波を
遮蔽すると信号を喪失してしまい、あるいは、干渉して信号の歪みをもたらすかのいずれ
かである。
【０００５】
  システムに車両を識別させるためには、トランスポンダーが動作することができるよう
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に、道の上に読み取り装置アンテナを取り付けるべく、柱または農場を構築することが必
要である。それにもかかわらず、こうした構造でさえも前記帯に特有の干渉の問題は解決
されず、無線接続の失敗の原因となったり、システムの信頼度を低下させたりする。さら
に、干渉により、対応する車線に車両を置くことが難しくなる。加えて、道の上のまたは
道端の任意の構造物は道路網の建築的な外観を損なってしまう。
【０００６】
  第３に、長距離の誘導システムであると特徴づけられる、アンテナを装備したＨＦ帯Ｒ
ＦＩＤ読み取りシステムは、８０－９０ｃｍの距離で標準的なトランスポンダーからの情
報の読み取りを維持する。依然としてこのアンテナの寸法は限定的であり、これは、誘導
システムが焦点の合ったパラメータを有するには、アンテナの周辺が誘導システムの波長
の少なくとも１０分の一でなければならないためである。したがって、標準トランスポン
ダーに関して少なくとも１５０ｍＡ／ｍの強度で磁場を形成する、従来の読み取り装置の
一部であるフレームアンテナの典型的な適用範囲は、８００ｘ６００ｘ８００ｍｍの寸法
のボックスを超えることはできず、このとき、前記アンテナの周辺は、その波長の１／８
に相当するはずである（例えば、ＨＦ  Ｌｏｎｇ  Ｒａｎｇｅ  ｒｅａｄｅｒ  ＩＤ  Ｉ
ＳＣ．ＬＲ（Ｍ）２５００  ｂｙ  ＦＥＩＧ  Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃを参照）。磁気アン
テナの前記適用範囲は、トランスポンダーを装備した車両を含む高速で移動する物体の識
別には不十分である。というのも、その識別データを読み取るのに必要な時間が、トラン
スポンダーを装備した車両がフレームアンテナによってカバーされる領域を通過するのに
必要とする時間を超えるからである。前記アンテナは、たとえ車線を横切るように位置づ
けられても、磁気フレームの境界の限界によってそれをカバーすることができないだろう
。
【０００７】
  第４に、こうしたシステムの範囲は、数メートル内で変動し得る車両と比較すると短す
ぎることから、したがって、前記システムは道路上や路傍に置かれると、信頼できる車両
検出を維持することができない。さらに、道路上や路傍にある任意の構造は、道路網の建
築上の外観を損なわせ、交通安全を危険にさらす。
【０００８】
  第５に、ＨＦ帯アンテナが車道下、すなわち、伝導性環境下――接地胴体に置かれると
、環境の浮遊容量と回路を離調する漂遊電流とにさらされ、Ｑファクターを減少させて共
振周波数をシフトさせ、それによってシステムを適切に同調させることができなくなり、
システムの性能が低下する。こうした欠点により従来の解決策を利用することが制限され
る。
【０００９】
  別の従来の装置は誘電体板として与えられたナンバープレートであり（特許文献２を参
照）、最上層は反射性であり、視覚的に読み取られる文字と数字の組み合わせを載せてお
り、下層にある誘電体層はアンテナを含み、これは９１５ＭＨｚ－頻度信号を送受信する
ことができ、接続するフィーダーを装備している。この装置も車両の無線周波数識別に利
用することができる。
【００１０】
  この装置に関する問題は、接続部を必要とするアンテナを含んでいることから、ナンバ
ープレートを独立したものにすることができないということである。余分な接続部がある
ことで、プレートを取り付けることがますます困難になり、その信頼度は低下し、信号の
喪失も生じ、これによってパッシブモードでの動作ができなくなる。別の問題はすでに十
分に強力な送信機を励起する必要があることである。というのも、ナンバープレート内部
の別のアンテナユニットはＨＦ帯操作－－この場合は、９１５ＭＨｚを必要とし、こうし
た周波数では、高い信号の減衰があるため、ナンバープレートが無線周波数通信のパッシ
ブモードで動作することは困難であるか、不可能なことすらあるからである。
【００１１】
  さらに、高い搬送周波数はナンバープレートの寸法に比例した波長を有していることか
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ら、装置は、近くの物体、例えば、他の車両によって引き起こされる繰り返しの反射や陰
影の負の効果に陥りやすい傾向がある。繰り返し反射によりアンテナ配向ダイアグラムは
損なわれ、従来のナンバープレートを検知し位置付けることが困難であるか、不可能なこ
とすらあるため、車両識別システムと相互に作用する際にはその信頼度は低下してしまう
。
【００１２】
  こうした欠点は従来の装置の応用範囲を狭める。
【００１３】
  別の従来の装置は、道路下に置かれた誘導ループとして与えられたセンサーを含む車両
検知器であり（特許文献３を参照）、車両がその領域に入ると、その誘導インピーダンス
は変化し、装置に適合する固定された周波数発生器は、近くに車両があることを意味する
制御信号を生成し、装置は前記信号に反応する。
【００１４】
  既存の装置は、誘導ループの近くの車線に沿って移動する車両を登録することができる
。しかしながら、既知の装置には以下の欠点がある：まず、既知の装置はいかなる信号復
号化手段を含まないため、通過車両を識別することができない。次に、既知の装置は、接
近して移動する２台の車両を１台の車両として登録することもあるため、あるいは、近く
の車線に沿って移動する大型の車両を登録する際にエラーが生じることもあるため、正確
な検出の信頼度は低い。その上、既知の装置は、天候条件の急激な変化によって、小型の
車両を見逃したり、正しく作動しなかったりする可能性が高い。さらに、既知の装置の誘
導ループは、移動車両の機械的な影響からは全く保護されておらず、ゆえに、既知の装置
は故障しやすく、耐久性が低い。こうした欠点により従来の装置の信頼度や利用可能性は
制限される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】米国特許２０１２００５６７２５Ａ１号
【特許文献２】米国特許５６２１５７１号
【特許文献３】米国特許３６５１４５２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
  したがって、本発明の目的は、システムを単一帯にすることによって単純化し、道路の
上または路傍のアンテナ取付け具の代わりに道路下に置かれた磁気フレームを使用し、さ
らに、高速で移動する車両を検知および識別しつつ、システムの安全で信頼できる機能を
提供することによって、システムの利用可能性を拡張することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
  この目的を達成するために、車両に取り付けられた電子メモリを含む電子識別手段、お
よび、ＨＦ帯電子識別手段から得られたデータを読み取るおよび／または書き込むことが
できる読み取り装置を含む、誘導式車両検出および識別システムが使用され、ここで、電
子車両識別手段は、車両のナンバープレートに統合され、および、外部の交流磁場によっ
て誘導された電流によって動力が供給されるマイクロチップに接続された多重巻フレーム
（ｍｕｌｔｉｔｕｒｎ  ｆｒａｍｅ）と、少なくともナンバープレート番号を含む車両の
識別データを保存することが可能な不揮発性メモリユニットを含む共振器として与えられ
、ここで、読み取り装置は、車道下最大１ｍの深さに設置された誘電体ケーシングに入れ
られた、１／５乃至１／２の周辺対波長の比率を備えた磁気フレームを装備しており、こ
こで、前記フレームは、車線と同じくらい幅広く最大で２ｍの長さの検出および識別適用
範囲を構成する交流磁場を生成し、かつ、フレームに到達する信号が最大で１Ｗの動力で
励起される際に少なくとも１ｍ上方に達し、ここで、読み取り装置が、電子識別手段によ
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って生成された別々の反応を読み取り、かつ、車両を識別するのに必要とする最小時間は
、２５ミリ秒を超えず、最大で２５０ｋｍ／時の車両速度に一致し、および、ここで、電
子識別手段と読み取り装置は、データアクセスを制限すると同様に、データを符号化およ
び復号化することができる。
【００１８】
  加えて：
  －マイクロチップは、不揮発性メモリユニットを含む単一のケース内の積分回路（ｉｎ
ｔｅｇｒａｌ  ｃｉｒｃｕｉｔ）ベースを備えたＣＰＵとして与えられ、マイクロチップ
は信号の変調器および復調器の両方として動作する  －不揮発性メモリユニットは、車両
のナンバープレート番号だけではなく、所有者、運転免許証、技術検査証明書、および、
貨物の特徴に関する情報を保存することができる
  －ナンバープレートは、プレートの周辺に沿って多重巻フレームによって囲まれた長方
形の誘電性プレートとして与えられ、その外部表面は視覚的に読み取られる文字と数字の
識別用の組み合わせで覆われている
  －磁気フレームを備える読み取り装置は、検出および識別の領域内にある少なくとも４
つの電子車両識別手段からデータを同時に読み取ることができる
  －読み取り装置は、ＩＳＯ－１５６９３－３標準または適合する標準にしたがって、電
子識別手段を用いてデータ交換を維持する
  －読み取り装置と電子識別手段は、少なくとも１Ｋｂｉｔ／秒の速度で互いにデータを
交換することができる
  －読み取り装置がその識別コードを受け取るとすぐに車両は検知される
  －車両はその適用範囲内に現われて磁気フレームの周囲の磁場を妨害するとすぐに検知
される
  －磁気フレームに達した信号は最大で２０Ｗの動力で励起される
  －読み取り装置はコンピューターに接続され、少なくとも１９．２ｋｂ／秒の速度で遠
隔のコンピューターでデータを交換することができる
  －コンピューターは、識別された車両から得られたデータを処理するとともに、そのデ
ータを用いて交通量を制御し、交通違反を監視するための、計算およびデータ処理手段を
含む
  －読み取り装置はＲＳ２３２インタフェースユニットまたはそれより優れたものを介し
てコンピューターに接続される
  －コンピューターおよび／または読み取り装置は電源を装備している
  －コンピューターは道路の異なる部分に取り付けられた１つ以上の読み取り装置に接続
することができる
  －磁気フレームの適用範囲は、道路の種類に依存して、車線の幅に一致する３－３．７
５ｍの幅である
  －磁気フレームを備えた読み取り装置は、駐車場を含む、２．５－３ｍの幅の道を含む
囲まれた領域の入口と出口に置かれる
  －読み取り装置は、有料道路の料金所、料金徴収所、踏切遮断機、またはスライド式の
電気機械スタブ（ｓｔｕｂ）を制御するために信号の生成を維持する
  －読み取り装置は、マイクロチップのメモリユニットに保存された識別データに対する
ナンバープレート画像を照合するために、視覚認識手段と同期される
  －電子識別手段および読み取り装置は、読み取り装置によって得られたデータを確認す
る手段を装備している
  －電子識別手段および読み取り装置は、転送された識別データを符号化および復号化す
ることによってデータアクセスを制限する手段を装備している。
【００１９】
  したがって、本発明の目的は、パッシブモードの機能性を維持することでシステムを自
律させることによってシステムの利用可能性を拡張すること、および、その動作周波数範
囲を減少させ、誘導ＨＦ帯域の超長距離車両識別システムへのその統合を維持することに
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よって、システムの信頼度を増加させることである。
【００２０】
  本目的を達成するために、誘導車両のナンバープレートが使用され、これは、視覚的に
読み取られる文字と数字の識別用の組み合わせを載せた長方形の誘電性のプレートとして
与えられ、車両の識別データ－－少なくともそのナンバープレート番号を保存するために
、少なくとも６４ビットの容量を有するマイクロチップおよび不揮発性メモリユニットを
組み込み、前記プレートは、プレートの周辺に沿って多重巻フレームによって囲まれてお
り、ここで、フレームがマイクロチップに接続されることにより少なくとも２０のＱファ
クターを備えたＨＦ帯電磁振動共振器を構成し、共振器は、共振器の共振周波数の外部磁
場の平均強度が少なくとも１０ｍＡ／ｍであるときに、マイクロチップの電源としても機
能し、および、ここで、マイクロチップは、電磁振動共振器の振動を調節するために変調
された信号の生成を維持し、および、ここで、マイクロチップは、信号の符号化／復号化
と同様に共振器の電気振動の調節と復調の両方を維持し、不揮発性メモリに保存されたデ
ータへの利用を制限する。
【００２１】
  加えて、
  －マイクロチップはＣＰＵベースの積分回路として与えられる
  －不揮発性メモリユニットは、共振器の電気振動を調節するために用いられる車両識別
データの保管を維持し、かつ、再プログラムすることができる
  －不揮発性メモリユニットはマイクロチップのケースに一体化される
  －多重巻フレームとマイクロチップの間の接続は直流電気接続または変圧器接続である
  －多重巻フレームは、長方形の外形または丸い外形をした金属帯またはチューブのよう
な導電材料、または、複雑な外形をした導体で作られる
  －多重巻フレームは、その端からギャップを設けて周囲に沿ってプレートを形成してい
る
  －誘電性のプレートの裏面は磁気層で覆われている
  －誘導式ナンバープレートの表面は視覚的に読み取られる文字や数字の識別用の組み合
わせで覆われており、反射性である
  －マイクロチップはＳＡＷ構造を備える
  －マイクロチップは衝突防止のＩＳＯ  １５６９３、１８００－３プロトコル、および
適合するプロトコルを実装することができる
  －マイクロチップによって生成された変調信号のスペクトル幅は少なくとも１Ｋｂｉｔ
／秒のデータ交換速度でメッセージの生成と一致する
  －マイクロチップは不揮発性メモリに保存されたデータへのアクセスを制限するために
、データの符号化を維持する
  －誘導式ナンバープレートには、州が発行したナンバープレートについて州基準で規定
されるような、車両にプレートを取り付けるための穴がある
  －誘電性のプレートは多層である
  －誘導式ナンバープレートは、州の発行したナンバープレートと同じ形状および外観を
している
  －誘導式ナンバープレートは、少なくとも１０ｃｍの間隙をおいて車両の金属面に取り
付けすることができる
【００２２】
  したがって、本発明の目的は、移動車両の識別を維持し、システムの信頼度を増加させ
ることによって、システムの適用可能性を拡張することである。
【００２３】
  本目的を達成するために、車道下に置かれた磁気フレームを含む誘導読み取り装置が使
用され、ここで、読み取り装置は、信号生成および処理ノードと、前記フレームに接続さ
れた一致ノード（ｍａｔｃｈｉｎｇ  ｎｏｄｅ）を組み込み、および、ここで、フレーム
は、１０－１００ｍｍの外側表面の外形の周辺を含む導電材料で作られた長方形のＨＦ帯
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発振回路として与えられ、一方で、その短い側とその長い側の間の比率は１／３～１／８
であり、その周辺と波長の間の比率が１／５～１／２であり、および、ここで、フレーム
は、その長い側が車線を横切って方向づけられるように置かれ、および、ここで、フレー
ムは誘電性のケースで囲まれ、５０－２００ｍｍの高さの箱として与えられ、車道下最大
１０００ｍｍの深さに置かれ、ここで、フレームを環境と分ける誘電性のケース層は５０
－２００ｍｍの幅であり、および、ここで、信号生成および処理ノードは、信号の変調／
復調と、符号化／復号化信号、および、データアクセス制限を維持する。
【００２４】
  加えて、  －フレームの誘電性ケースは、１－５の誘電係数を有し、その誘電正接は１
０－２－１０－３未満である
  －磁気フレームは金属帯で作られ、幅は少なくとも０．１ｍｍである
  －磁気フレームは、長方形の外形または丸い外形をした金属チューブで作られる
  －整合装置のケースは、２００ｘ１２０ｘ７０ｍｍの寸法をした箱として与えられ、誘
電材料で作られている
  －一致ノードは、制御および電源ケーブルによって信号生成および処理ノードに接続さ
れる
  －誘導読み取り装置の発振回路は自動調整ができる
  －信号生成および処理ノードはデータアクセスを制限するためにデータ符号化を維持す
る
  －信号生成および処理ノードは、受信したデータの検証を維持する
  －誘導読み取り装置は、回路パラメータの変更により、手動でまたは自動で、遠隔調節
することができる
  －磁気フレームのケースは、振動、落下、腐食性流体および媒体、砂塩混合物、石油、
カビに強く、車道下に設置されている間に少なくとも１７０°Ｃの温度に耐えることがで
きる
  －磁気フレームのケースは、ホイールセットの少なくとも１０トンの圧力に耐えること
ができる
  －誘導読み取り装置はコンピューターに接続される
【図面の簡単な説明】
【００２５】
  本発明をさらに理解するために含まれ、本明細書に組み込まれるとともにその一部を構
成する添付図面は、本発明の実施形態を例証しており、本記載内容とともに本発明の原理
について説明する役割を果たす。
【図１】道路に対して読み取り装置と磁気フレームを置くためのダイアグラムである。
【図２】磁気フレームを一部に備えた車道を例証する。
【図３】誘導式ナンバープレートの正面図を例証する。
【図４】部分的な誘導式ナンバープレートの側面図を例証する。
【図５】誘電性のケース中の磁気フレームを例証する。
【図６】誘導式車両検出および識別システムの概略図である。
【００２６】
図面は以下のマークを含む：
１  読み取り装置
２  車道下および複数の車線下に置かれた磁気フレーム
３  誘導式ナンバープレート
４  車両
５  コンピューター
６  車線
７  トラフィック・ライン
８  磁気フレーム適用範囲
９  磁気フレームの誘電性のケース



(7) JP 2015-536510 A5 2017.3.23

１０  読み取り装置のためのコンピューターポート
１１  車道
１２  地面の盛り土（ｇｒｏｕｎｄ－ｆｉｌｌ）
１３  取付け具の穴
１４  視覚で認識される識別データで覆われた誘導式ナンバープレートの外部の反射層
１５  多重巻フレーム
１６  マイクロチップ
１７  誘導式ナンバープレートの外部表面上の文字および数字の組み合わせ
１８  誘電性のプレート
１９  磁気層で覆われていた誘電性のプレートの裏面
２０  誘導式ナンバープレートの共振器と磁気フレームの間の誘導接続
２１  磁気フレームの金属帯
２２  一致ノード
２３  信号生成および処理ノードに磁気フレームの一致ノードを接続するためのケーブル
２４  信号生成および処理ノード（読み取り装置）
２５  一致ノード用の制御パネル
２６  有料道路の料金所を制御するための読み取り装置のポート
【発明を実施するための形態】
【００２７】
  誘導式車両検出および識別システムは、磁気フレーム電子車両識別手段、少なくとも６
４ビットの容量を有する車両の識別データを保存するためのマイクロチップおよび不揮発
性メモリユニット、ならびに、電子車両識別手段のメモリからデータを読み取るための読
み取り装置を含む。電子車両識別手段は車両のナンバープレートに一体化され、そうする
ことで、正規の車両ナンバープレートと同じ場所に取り付けられる誘導式ナンバープレー
トを構成する。
【００２８】
  誘導式ナンバープレートの正面は、視覚的に読み取られる識別データで覆われている。
読み取り装置には、車道下最大１ｍの深さに設置された磁気フレームを装備され、これは
、道路の上から、すなわち、車線の上で情報を読み取ることができる。前記フレームのポ
ートには読み取り装置の発電機によって１－２０Ｗの電力の交流信号が与えられ、フレー
ムの周囲、すなわち、その適用範囲またはその検出および識別領域の周囲に、交流磁場を
形成し、その縁はフレームのまわりの想像上の表面によって決定され、ここで、前記磁場
の強度は少なくとも１０ｍＡ／ｍであり、読み取り装置は、最大で２５０ｋｍ／時の速度
で磁気フレームによってカバーされた領域を通過する車両の誘導式ナンバープレートのメ
モリから情報を読み取ることができる。
【００２９】
  磁気フレームの範囲は、車道で覆われていない場合で、フレームの面に直角な方向に少
なくとも２．２ｍである。前記フレームが車道下に設置される際、その範囲は道路の少な
くとも１ｍ上まで達する。したがって、誘導式ナンバープレートと相互に作用する、車道
下の最大１ｍの深さに設置されたフレームの全範囲は、フレームの面から数えて少なくと
も２ｍであり、これが本車両検出および識別システムを超長距離誘導システムと特徴づけ
るものである。
【００３０】
  読み取り装置は、ＩＳＯ－１５６９３－３標準または適合する標準に応じて、車両の誘
導式ナンバープレートから目立たないパッケージのデータを読み込む。電子識別手段によ
って生成されたパッケージを読み込み、かつ車両を識別するために必要とされる最小時間
は最大で２５ミリ秒であり、最大で２５０ｋｍ／時の車速に従う。
【００３１】
  読み取り装置は、フレーム適用範囲内にある少なくとも４つの電子識別装置から識別デ
ータを同時に読み取ることができる。
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【００３２】
  読み取り装置はＲＳ２３２インタフェースユニットまたはそれより優れたものを介して
、サーバーとして機能する遠隔のコンピューターに接続され、ここで、データ交換速度は
少なくとも１９．２のＫｂｉｔ／秒である。
【００３３】
  コンピューターは、識別された車両から得られたデータを処理するとともに、そのデー
タを用いて交通量を制御し、交通違反を監視するための、計算およびデータ処理手段を含
む。
【００３４】
  遠隔のコンピューターおよび／または読み取り装置は電源を装備している。
【００３５】
  磁気フレームを備えた読み取り装置は、道路の異なる部分に設置されたステレオタイプ
の装置であり、ここで、コンピューターは、１つの読み取り装置、複数の読み取り装置、
またはすべての読み取り装置のいずれかを直ちに接続することができる。
【００３６】
  誘導式車両検出および識別システムは以下のように機能する：
【００３７】
  電子車両識別手段を含む誘導式ナンバープレート、および、多重巻フレームと不揮発性
メモリを備えたマイクロチップとからなるパッシブ共振器を装備した車両は道路に沿って
走り、指定された読み取り装置に接続された磁気フレームが車道下に設置された道路の複
数の特定の部分を通過する。読み取り装置は、ＨＦ帯周波数（３－３０ＭＨｚ）の交流磁
場の生成を維持し、これは車両に取り付けられるパッシブ共振器の外部にある。
【００３８】
  車道下に磁気フレームを設置すると、地面の影響を考慮しなければならない。こうした
影響はアンテナの大きさによって増加し、アンテナの大きさは車線の幅に対応し、道路に
よっては最大で３．７５ｍである。
【００３９】
  磁気フレームは、高速で移動する車両に十分な安全性を提供するために、ある程度の深
さに置かれなければならない。前記フレームは、設置場所の舗装を破壊しないように、舗
装層の下、すなわち、車道の下の少なくとも２０ｃｍの深さに置かれなければならない。
【００４０】
  道路の様々な部分に置かれた多くの磁気フレームを含む誘導式車両検出および識別シス
テムは、正確な地理的位置で車両の検出を維持する。磁気フレームの範囲と識別の時間（
２５０ｋｍ／時の最大速度で２ｍおよび２５ｍｓｅｃ）によって相応に決定される時間お
よび場所の高精度な位置決めにより、特定の瞬間に車両を登録することができる。同様に
、道路の特定の部分で集められ、有限の時間で詳細な分析のために保存された車両登録デ
ータによって、本システムは、車両が動いている方向を決定することができる。さらに、
磁気フレームが設置された道路上の２つの近接する点の間を車両が通るのに要する時間を
計算することで（前記２点の間の距離が分かっている場合には）、車速を計算することが
可能となる。
【００４１】
  磁気フレームは、１／５～１／２の指定された周辺対波長の比率により、従来のシステ
ムで使用されるよりもはるかに長い範囲を有しており、これにより、磁場は車線全体を包
含することができる。同時に、一般的なトランスポンダーよりも大きなナンバープレート
の周辺を形作る多重巻フレームにより、最大サイズおよび最大感度の車両識別手段の共振
器を得ることが可能となり、これは従来の手段よりも１０倍感度が高い。このことにより
、本システムが超長距離で機能する。
【００４２】
  誘導式ナンバープレートが、磁場強度が共振器のマイクロチップを作動させるのに十分
な１０ｍＡ／ｍ以上である、磁気フレームの適用範囲に入ると、マイクロチップは共振器
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の振動に相互作用する変調信号を生成し、これが磁気フレームの磁場を妨害する。変調信
号は、不揮発性メモリに保存されたデータにしたがってマイクロチップにより生成される
。したがって、結果として生じた磁場は、振動、すなわち、車両識別データを包含する別
々の符号化されたパッケージからなる。
【００４３】
  反応信号を含む妨害された磁場は磁気フレームによって電気振動へと転換され、これは
復調のために読み取り装置に入力される。入力された信号が復調され復号された後に、通
過車両が検知され、その識別データはシステムによって得られる。その後、これらのデー
タは有線または無線通信を介してコンピューターに送信され、さらに処理される。
【００４４】
  車両は、交流磁場を通過する際に引き起こす妨害に基づいて検知可能である。
【００４５】
  誘導式ナンバープレートを装備した多くの車両が同じ１つの読み取り装置にカバーされ
る領域に入る場合、共振器は、共振（搬送）周波数の変調のための独自の規則によって、
対応する変調信号を生成する。読み取り装置は多重信号が存在するということを決定する
ことができ、積分回路復調器によって、マイクロチップのＣＰＵによって生成された変調
信号に影響を与える同じ共振周波数の制御信号の生成を維持し、したがって、衝突防止の
ＩＳＯ  １５６９３、１８００－３プロトコル、または適合するものにしたがって、異な
る共振器によって生成された信号を分離する。前記信号は例えば、十分な信号対雑音比を
提供し、かつ、読み取り装置の適用範囲内にあるすべての共振器からの信号の信頼できる
読み取りを維持するのに間に合うように分離される。
【００４６】
  本システムは駐車場のような囲まれた領域への出入りを管理するために使用されてもよ
い。その場合、磁気フレームを備えた読み取り装置は、２．５－３ｍの幅の通路のある駐
車場の入口を含むこうした領域の入口と出口に置かれる。誘導式車両検出および識別シス
テムの読み取り装置からの出力信号は、料金取り立て所およびその他の種類の障壁を制御
するために使用される。
【００４７】
  誘導式車両検出および識別システムが交通制御システムの一部として使用される場合、
通過車両のナンバープレートの視覚認識の手段によって、必要に応じて該システムを増強
させることができ、誘導読み取り装置は写真／ビデオカメラに同期させる。その後、誘導
式読み取りおよび視覚認識システムから得られたデータは、前記ナンバープレートのマイ
クロチップのメモリに保存された誘導式ナンバープレートと識別データの画像と照合され
る。
【００４８】
  誘導式車両検出および識別システムは単帯であり、低周波のＨＦ帯で動作し、これによ
り、磁気フレームを車道下に設置することができる。前記システムは道路上または路傍に
アンテナ取付け具を置く必要がない。同時に、フレームの範囲は、高速で移動する車両の
信頼できる検出と識別に十分なほど長い。実際に、本システムは超長距離のＨＦ帯域シス
テムとして分類することができる。
【００４９】
  誘導式車両検出および識別システムは、在庫部品（ｓｔｏｃｋ  ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ
）と無線要素で、および、有線または無線通信回線を用いて、実行することができる。読
み取り装置は、ＦＥＩＧ  ＥｌｅｃｔｒｏｎｉｃのＨＦ長距離読み取り装置ＩＤ  ＩＳＣ
．ＬＲ（Ｍ）２５００といった既存の在庫ユニットに基づいて生産することができる。
【００５０】
  したがって、誘導式車両検出および識別システムはさらに簡素かつ単帯域であるので利
用範囲が広い。加えて、該システムは、道路上または路傍にアンテナ取付け具を置く必要
がない。というのも、該システムは、車道下に設置された磁気フレームを含んでおり、高
速で移動する車両の場合でも安全かつ信頼できるように動作するからである。
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【００５１】
  車両の誘導式ナンバープレートは長方形のプレートとして与えられ、これは、必要な取
付け具と共に、誘電材料から作られた支持フレームワークであり、正規の規則的なナンバ
ープレートの寸法と州の発行するナンバープレートの属性を有している。その正面は反射
性であり、視覚的に読み取られる文字と数字の組み合わせで覆われている。プレートの内
部には、プレートの縁から間隙をおいてプレートの周辺に沿って多重巻フレームがあり、
これは、組み込まれた積分回路（マイクロチップ）に対して変圧器接続または直流電気接
続している。多重巻フレームと積分回路は一緒になってＨＦ帯（３－３０ＭＨｚの共振周
波数）交流磁気振動共振器を構成する。共振器は、十分なエネルギーがある際にトリガー
される積分回路を作動させるためのエネルギーを保存し、共振器の磁気振動の周波数を変
調し、ここで、マイクロチップに動力を供給するのに十分な誘導を電流に与える外部磁場
の強度は、少なくとも１０ｍＡ／ｍである。
【００５２】
  ＣＰＵを含むマイクロチップは、車両の識別データを保存するために、少なくとも６４
ビットの容量の不揮発性メモリユニットを装備しており、少なくとも１Ｋｂｉｔ／秒のデ
ータ交換速度に一致する変調信号帯域幅で共振器の調波振動の変調器として機能する。前
記マイクロチップは、外部磁場の制御信号の復調器としても機能し、多くの誘導式ナンバ
ープレートが密接している場合には、衝突防止のＩＳＯ  １５６９３、１８００－３プロ
トコル、または、適合するプロトコルを実行することができる。車両の誘導式ナンバープ
レートは、必要な取付け具と共に、均一な誘電体プレート、正規のナンバープレートの寸
法、および州発行のナンバープレートの属性として与えられる。
【００５３】
  マイクロチップは再プログラムすることができる。
【００５４】
  マイクロチップはＳＡＷ構造を有している。
【００５５】
  車両の誘導式ナンバープレートは以下のように機能する：
【００５６】
  プレートは誘電材料で作られた車両のバンパーに取り付けられ、プレートの背面に磁気
層がある場合は、金属表面に直接取り付けすることができる。
【００５７】
  プレートは従来の方法に取り付けられ、余分な供給電圧接続部を必要としない。ＨＦ帯
の交流磁場発生器は道路の指定された部分に置かれる。車両の誘導式ナンバープレートが
交流磁場に入ると、プレートの共振器は磁場のエネルギーを電流に変換する。
【００５８】
  共振器は従来のトランスポンダーと比較して面積が大きく、プレートの周辺に沿って多
重巻フレームが位置付けられることから、マイクロチップをトリガーするのに必要な交流
磁場の強度の値を最小限に抑える。
【００５９】
  磁場の強度が少なくとも１０ｍＡ／ｍである場合、共振器によって保存されたエネルギ
ーは、共振器パラメータを修正する（調整する）マイクロチップをトリガーして作動させ
るに十分なものであり、その結果、共振器回路が変調信号を生成し、ここで、変調の規則
は、統合されたマイクロチップの不揮発性メモリユニットに保存された車両の識別データ
によって決定される。したがって、変調信号は、車両の識別データに完全に対応する。
【００６０】
  マイクロチップは、共振器振動の振幅、周波数、または位相を調節する（操作する）。
変調信号スペクトルは、少なくとも１Ｋｂｉｔ／秒のデータ交換速度に従う。したがって
、共振器は、車両の識別データに対応するデータを含むコード名を包含した信号を生成す
る。
【００６１】
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  共振器回路を流れて時間とともに変化する電流は対応する交流磁場を生成し、これが外
部の交流磁場に影響を与えて共振器回路を励起する。外部の交流磁場発生器と同じ場所に
置かれた手段によるさらなる復調のために、磁場の妨害が必要となる。
【００６２】
  誘導式ナンバープレートは多くの車両に取り付けられなければならず、それぞれのプレ
ートの不揮発性メモリは車両の識別データを保存する。同じ１つの磁場発生器によって包
含される領域内に、それぞれが誘導式ナンバープレートを装備した多くの車両がある場合
には、共振器は、共振（搬送）周波数を変調するために用いられる独特の規則によって、
対応する変調信号を生成する。この場合、外部磁場発生器は同じ共振周波数で制御信号を
生成し、この信号はその後マイクロチップによって復調され、マイクロチップによる変調
信号の生成に影響する。その結果、異なる共振器によって生成された信号は、衝突防止の
ＩＳＯ  １５６９３、１８００－３プロトコル、または適合するものによって分離される
。前記信号は例えば、十分な信号対雑音比を提供し、かつ、外部磁場発生器によってカバ
ーされた領域内にあるすべての共振器からの信号の信頼できる復調を維持するのに間に合
うように分離される。
【００６３】
  車両の誘導式ナンバープレートは、標準材料、構成要素、および、ＳＡＷ構造を含む一
体型のマイクロチップまたはチップから従来の手段によって生産することができる。
【００６４】
  したがって、車両の誘導式ナンバープレートは自律しており、パッシブモードで十分に
機能することができるため、利用範囲がはるかに広い。加えて、これは、動作帯域の減少
と、ＨＦ帯域の超長距離誘導式車両検出および識別システムの一部として作動する能力に
よって、車両をより正確かつ信頼できるように突き止める。
【００６５】
  誘導読み取り装置は、車道下に設置され、一致ノードと信号生成および処理ノードに接
続された磁気フレームを含む。前記フレームは、導電材料で作られた長方形のＨＦ帯発振
回路として与えられる。その外部の表面の外形の周辺は１０－１００ｍｍであり、その短
い側と長い側の間の比率は１／３～１／８であり、その周辺と波長の間の比率は１／５～
１／２である。フレームはその長い側が車線を横切るように方向づけられて置かれ、フレ
ームは誘電性のケースで囲まれ、５０－２００ｍｍの高さの箱として与えられ、車道下最
大１０００ｍｍの深さに置かれ、ここで、環境からフレームを分離する誘電性のケース層
は５０－２００ｍｍの幅である。信号生成および処理ノードは、信号の符号化／復号化や
信号の符号化によるデータアクセス制限と同様に、信号の変調／復調を維持する。
【００６６】
  フレームの誘電性のケースは１－５の誘電係数を有しており、その誘電正接は１０－２
－１０－３を超えない。
【００６７】
  磁気フレームは、少なくとも０．１ｍｍ幅の金属帯、あるいは、長方形または丸い外形
の金属チューブのいずれかで作られる。
【００６８】
  一致ノードは、２００ｘ１２０ｘ７０ｍｍの寸法を備えた箱である誘電材料から作られ
、制御および電源ケーブルによって信号生成および処理ノードに接続される。
【００６９】
  誘導読み取り装置の発振回路は、自動調整型であるか、あるいは、手動でまたは自動的
に遠隔で調節可能である。
【００７０】
  信号生成および処理ノードは得られたデータの検証も維持する。
【００７１】
  磁気フレームのケースは、振動、落下、腐食性流体および媒体、砂塩混合物、石油、カ
ビに強く、車道下に設置されている間に少なくとも１７０ーＣの温度に、および、ホイー
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ルセットの少なくとも１０トンの圧力に耐えることができる。
【００７２】
  信号生成および処理ノードはコンピューターに接続され、交通制御に必要なデータの収
集と分析のためのサーバーとして機能する。
【００７３】
  誘導読み取り装置は以下のように機能する：
【００７４】
  信号生成および処理ノードは、ＨＦ帯域信号（３－３０ＭＨｚ）を生成し、信号は、車
道下の２００－１０００ｍｍの深さに置かれた誘電性のケースに統合された長方形のフレ
ームに接続された整合装置向けの入力として用いられる。
【００７５】
  整合装置は、その共振周波数を調節することにより（コントロールパネルによる）磁気
フレーム回路の遠隔の調節を維持する。
【００７６】
  前記フレームを流れる交流電流により、フレームは、磁気フレームの適用範囲を決定す
る対応するＨＦ帯交流磁場を生成し、その縁は前記フレームのまわりの想像上の表面によ
って決定され、ここで、磁場の強度は、車道の少なくとも１ｍ上方に置かれた誘導式ナン
バープレートをトリガーするのに十分な少なくとも１０ｍＡ／ｍである。カバーされる領
域は、フレームの寸法、それが設置される深さ、その回路の共振周波数、ならびに、信号
生成および処理ノードによって生成された信号の電力よって影響される。
【００７７】
  磁気フレームの周辺は波長と比較し大きく、その事実により、車線全体をカバーするこ
とができる。
３２００ｍｍの幅の車線下に設置された２００ｘ５００ｍｍの磁気フレームによってカバ
ーされる領域は、少なくとも３２００ｘ６００ｘ１０００ｍｍの寸法の道路上の領域であ
る。
【００７８】
  誘導式ナンバープレートを装備した車両が磁気フレームによってカバーされる領域に入
ると、磁場が前記プレートを励起し、反応を生成する。これが磁気フレームによって生成
された磁場を乱し、この妨害はフレームによって電気信号に変換され、この信号が読み取
り装置（デコーダ）によって読み取られ、その後、復号されることで、車両の識別データ
が得られて遠隔のコンピューターに転送される。
【００７９】
  こうした設計により、誘導読み取り装置は、ＨＦ帯域の超長距離誘導式車両検出および
識別システムで使用することができる。
【００８０】
  フレームは金属帯またはチューブで作られ、導体は幅が４８－１０２ｍｍで厚さが０．
１－１ｍｍである。長方形のフレームの側部の間の比率は、１／３～１／８の間でなけれ
ばならず、周辺対波長の比率は１／５と１／２の間でなければならない。金属帯で作られ
たフレームの典型的な寸法は５００ｘ２０００ｍｍであり、金属帯は幅が５０ｍｍで厚さ
が０．５ｍｍであり、誘電性のケースは２５００ｘ５００ｘ２００ｍｍ（ＬｘＷｘＨ）の
寸法の箱である。
【００８１】
  磁気フレームのケースは、前記フレームと車道（伝導性の環境）の間に、厚さが少なく
とも５０ｍｍの誘電体層を形成し、誘電体層は１－５の誘電係数を有し、その誘電正接は
１０－２－１０－３程度である。ケースは厚さが５０－２００ｍｍであるため、フレーム
によって形成された発振回路のＱファクターと共振周波数に対する環境の効果を減少させ
る。ケースの重量はせいぜい５０ｋｇである。
【００８２】
  ケースは、外部の力、とりわけ、機械的な力から、フレームと整合装置を保護し、フレ
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ームは、車道の下に置かれると、通過する車両のホイールセットによりもたらされる最大
で１０トンもの大きな圧力に晒される。
【００８３】
  加えて、ケースは、湿気、腐食性流体および媒体（例えば、石油など）、および、－６
０°Ｃから２００°Ｃまでの温度から、フレームと整合装置を保護する。
【００８４】
  整合装置はフレーム回路を遠隔で調節し、可変の電気的または物理的な特徴（磁気容量
、誘電係数、伝導性）を有する道路下で、フレームとともに誘電性のケースの内部に置か
れる。車道によって引き起こされる歪みを克服するために、整合装置は、自己診断を行い
、共振周波数で定常波係数を測定し、回路パラメータを調節することにより、遠隔で自動
的な自己調整を行うことができ、該装置は、オペレーターにより、コントロールパネルま
たは遠隔のコンピューターから手動で操作できる。
【００８５】
  誘導読み取り装置は自動調整型の磁気フレーム回路を備えており、この自己調整は、変
動を最小限に抑えるために、定常波係数の自動測定と発振回路パラメータの調節にある。
【００８６】
  読み取り装置は、シートと形作られた金属処理を用いて、在庫材料、要素、および無線
要素から生産することができる。信号生成および処理ノードは、ＦＥＩＧ  Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃによるＨＦ長距離読み取り装置ＩＤ  ＩＳＣ．ＬＲ（Ｍ）２５００などの既存の
在庫ユニットに基づいて実装され得る。
【００８７】
  したがって、誘導読み取り装置は通過車両を識別するとともに、超長距離誘導システム
の信頼度を改善することから、利用範囲がはるかに広い。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  車両に取り付けられる電子メモリを含む電子識別手段、およびＨＦ帯電子識別手段から
得られたデータを読み取るおよび／または書き込むことができる読み取り装置を含む、誘
導式車両検出および識別システムであって、
  ここで、電子車両識別手段は、車両のナンバープレートに統合され、および外部の交流
磁場によって誘導された電流によって動力が供給されるマイクロチップに接続された多重
巻フレームと、少なくともナンバープレート番号を含む車両の識別データを保存すること
が可能な不揮発性メモリユニットとを含む共振器として与えられ、
  ここで、読み取り装置は、車道下最大１ｍの深さに設置された誘電体ケーシングに入れ
られた、１／５乃至１／２の周辺対波長の比率を備えた磁気フレームを装備しており、
  ここで、前記フレームは、フレームに到達する信号が最大で１Ｗの動力で励起される際
に、その検出および識別適用範囲を構成する交流磁場を生成し、
  ここで、読み取り装置が、電子識別手段によって生成された別々の反応を読み取り、か
つ車両を識別するのに必要とする最小時間は、２５ミリ秒を超えず、最大で２５０ｋｍ／
時の車両速度に比例し、および、
  ここで、電子識別手段と読み取り装置は、データアクセスを制限すると同様に、データ
を符号化および復号化することができる、誘導式車両検出および識別システム。
【請求項２】
  マイクロチップは、不揮発性メモリユニットを含む単一のケースにおける積分回路ベー
スを含むＣＰＵとして与えられ、マイクロチップは信号の変調器および復調器の両方とし
て動作する、請求項１に記載の誘導式車両検出および識別システム。
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【請求項３】
  ナンバープレートは、プレートの周辺に沿って多重巻フレームによって囲まれた長方形
の誘電性プレートとして与えられ、その外部表面は視覚的に読み取られる文字と数字の識
別用の組み合わせで覆われている、請求項１に記載の誘導式車両検出および識別システム
。
【請求項４】
  読み取り装置と電子識別手段は、少なくとも１Ｋｂｉｔ／秒の速度で、互いにデータを
交換することができる、請求項１に記載の誘導式車両検出および識別システム。
【請求項５】
  読み取り装置がその識別コードを受け取るとすぐに車両は検知される、請求項１に記載
の誘導式車両検出および識別システム。
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